
1 5 4 5�の�査�果から

●緊急避妊薬⼊⼿した⼈

理由3位 産婦⼈科受診抵抗感 31,6％(12⼈)

20⼈産婦⼈科での診療→処⽅ 65.0％(13⼈で最多)

当⽇⼊⼿できた⼈は

対応医療機関を⾒つける難しさ/
クレジットカード決済/⾃宅に薬
が届くこと/料⾦�など

その他の課題は、、、？

2⽇⽬
20％(1)

3⽇⽬以降
20％(1)

翌⽇
60％(3)
翌⽇

60％(3)

〈本調査報告について〉

引⽤、転載等の際は必ず①「#なんでないのプロジェクト調べ」と出典の明記②事前の問い合わせを願います。
取材依頼も以下のアドレスから受け付けております。
#なんでないのプロジェクト��nandenainohinin@gmail.com

【回答者について】 【妊娠不安とそのきっかけ】

【新型コロナ禍での緊急避妊薬⼊⼿】 【緊急避妊薬オンライン診療の実情】

【緊急避妊薬アクセス改善に求めること】 【新型コロナ禍での性と⽣殖に関する健康】

●回答者1545⼈中����������������������������������������������������������������

⼥性�1292⼈(84％)����男性224⼈(14％)���その他29⼈(2％)

10代127⼈(8％)��20代536⼈(35％)��30代以上882⼈(57％)
学⽣は316⼈で全体の2割�(⼤学⽣216⼈/⾼校⽣48⼈)

�
●緊急避妊薬の正しい認知は

⼥性で86.2％���男性で64.7％

●コロナ禍で妊娠不安に直⾯した⼈

●1番多いきっかけとして�������������の⼈が

●116⼈中13⼈��������������が性暴⼒があったと回答
パートナーから�:�8⼈���パートナー以外から�:�5⼈

116⼈1292⼈中

男性⽤コンドームの失敗を選択

3割 途中で脱落、破損…

●緊急避妊薬⼊⼿を断念した⼈

38⼈理由1位

理由2位
⾼額
コロナ感染不安

55.3％(21⼈)

36.8％(14⼈)

オンライン診療→⾃宅郵送25.0％(5⼈)

時限的・特例的取扱いで

初診からでもオンライン診療で緊急避妊薬の処⽅を

受けられると知っていたのは 3⼈に1⼈
⬇�診察から薬が届くまでの時間

●⾼くてもいくらなら確実に買える？

2501~5000円
⼥性全体1292⼈中372⼈(28.8％)で最多

ただし10代⼥性は1001~2500円104中31⼈
(29.8％)で最多

●緊急避妊薬の薬局⼊⼿に賛成

94.1％1545⼈中1454⼈

⾃分が望まないときや避妊が不⼗分なときも性⾏為を

�����������������断りにくい状況。性⾏為でのコロナ感染リスクに不安も

避妊具へのアクセスも悪化の中、妊娠不安を抱えて

も、パートナーにも医療機関にも相談しにくい状況

�

妊活をいつ再開できるのか、妊娠しても安⼼なのか、

先が⾒えず不安と焦りが募っている

�

留守中の⼦どもの安全に親の⼼配は⾼まる⼀⽅、

性教育講座は相次いで中⽌/延期に

�

1292⼈中1114⼈ 224⼈中145⼈

(c)�2020�#なんでないの�プロジェクト�無断転載禁⽌

●低⽤量ピルの補充ができなかった⼈も1割

新型コロナ禍で意図しない妊娠への不安を抱いた116⼈中

(32.8％)

(17.2％)

(11.2％)

0⼈

�型コロナウイルスと
��不�/����薬  Summary

本調査は2020年5⽉11⽇-5⽉20⽇、#なんでないのプロジェクト、NPOピルコン�で⾏った、新型コロナウイルス禍におけ
る意図しない妊娠に対する不安と緊急避妊薬へのアクセス状況の調査です。緊急避妊薬とは、妊娠の可能性がある性⾏為

から、⼥性が72時間以内に服⽤することで、⾼い確率で妊娠を防げる薬です。海外では、約90か国で処⽅箋の必要なしに
薬局で⼊⼿できますが、現時点で⽇本では、対⾯診療またはオンライン診療による医師の診察と処⽅箋が必要な薬です。

本調査では①新型コロナウイルス禍は⼤型イベント⾃粛要請が始まった2020年2⽉26⽇以降を指す(全国の学校の休校要請は3⽉2⽇)②「病院」と書く場合には病院と診療所が含まれる

事前の知識や問題意識が⾼い層にリーチしている可能性などサンプルの偏りなどを留意し、調査結果の分析、利⽤の際は取り扱いにご注意ください。



could�get�it�in�
the�same�day

Difficulty�of�finding�clinic�where
telemedicine�is�available/payment�with
credit�card/delivery�to�home/price�etc.

【Other�barriers】

2days�later
20％(1)

3days�or�longer
20％(1)

Next�Day
60％(3)

Next�Day
60％(3)

When�using�this�data,�you�must�①add�a�clear�citation�and�②�send�an�email�to�#nandenaino�project�to�ask�for
permission�BEFORE�publication.�Media�requests�can�also�be�sent�to�this�address.
#Nandenaino�Project:��nandenainohinin@gmail.com

RESULTS  FROM  

       1 5 4 5  PART I C I PANTS

●Among�1545�participants

Female�1292�(84％)�Male�224�(14％)��Other�29�(2％)

10s�127�(8％)��20s�536�(35％)��30s�882�(57％)
316�students�(20.5％)�(University�216/High�School�48)

�

SummaryCOVID-19 &
the anxiety about unintended pregnancies/
emergency contraceptives in Japan SUMMARY

〈About〉

【Participants】 【Cause�of�anxiety�about�unintended�pregnancies】

【COVID-19�&�Access�to�EC�in�Japan】 【EC�&�Telemedicine】

【Desired�changes�to�EC�access】 【COVID-19�&�Sexual�and�Reproductive�Health】

●Accurate�understanding�of�EC

Female:�86.2％���Male:�64.7％

�������������������women�out�of�1292�felt�anxiety�
about�unintended�pregnancy

●About�one-third�of�them�chose

●13�out�of�116�were�victims�of�sexual�assault
�in�a�relationship:�8��outside�of�a�relationship:�5

116

failure�of�male-condom as�a�reason

People�who�know�that�telemedicine�is�available,�
�including�EC: 1�in�3
⬇�The�time�it�took�to�get�EC�after�seeing�a�doctor

●How�much�can�you�pay�for�EC�at�most?

$25~50
372/1292(all�female)(28.8％)

BUT�for�teenagers,$10~$20 31/104
(29.8％)

●Do�you�agree�with�having�EC�at�pharmacy?

94.1％1454/1545

Many�people� feel�difficulty� in�declining� sexual� activities� at� home
even�when�access�to�contraception�is�unclear�or�they�don�t�wish�to
engage�in�any�sexual�activities.�Also,�people�worry�about�how�sex
can�affect�COVID-19�infection.

While�access�to�daily�contraceptives�is�getting�worse,�many�people
struggle�to�talk�to�partners�or�clinicians�when�they�feel�the�possibility
of�unintended�pregnancy.

�

People�in�fertility�treatment�feel�anxiety�as�they�have�no�idea�when�they
can�restart�treatment.�Pregnant�women�also�feel�uneasiness.

�

While�parents�worry�about�the�safety�of�children�when�they�stay�home,
many�lectures�on�sex�education��have�been�postponed�or�canceled.

�

1114/1292 145/224

(c)�2020�#Nandenaino�Project,�Unauthorized�reproduction�prohibited.

●��������������������������of�them�could�not�refill�oral�contraception10.3％

Of�the�116�women�who�felt�anxiety�regarding��unintended�pregnancy:

●Those�who�gave�up�trying�to�obtain�EC

38
3rd Negative�response�from�OB/GYN 31.6％(12)

1st

2nd

Cost
Fear�of�getting�COVID-19

55.3％(21)

36.8％(14)(32.8％)

●Those�who�could�obtain�EC

20 OB/GYN→prescription 65.0％(13�pp.)

telemedicine→home�delivery 25.0％ (5�pp.)(17.2％)

(11.2％)

No�one

Removal,�breakage...

As�a�special�measure�for�COVID-19,

(NOW:�$60-$200→)

�����This�is�a�summary�of�a�survey�on�anxiety�regarding�unintended�pregnancies�and�access�to�emergency�contraceptive
pills�(EC)�during�COVID-19.�EC�is�a�medicine�that�prevents�pregnancy�after�unprotected�sex�or�if�existing�contraception
has� failed.�Since�EC�has� to�be� taken�within�72�hours,� it� is�available�at�pharmacies�without�prescription� in�about�90
countries.�However,� in�Japan�prescriptions�are�required,�so� individuals�are�obligated�to�consult�a�doctor� (online�or
offline),�disturbing�crucial�access�to�EC.�(Conducted�by:�#Nandenaino�Project�and�NPO�Pilcon��Date:�11.5-20.5.2020)

In�this�survey:�1)�the�target�period�is�after�Feb.26.2020,�when�large-scale�events�were�restricted,�(2)��hospital��includes�clinics.
It�is�highly�likely�that�survey�participants�had�a�higher�level�of�awareness�and�greater�knowledge�than�the�wider�general�public.�Please�keep�this�in�mind�.



�型コロナウイルスと
��不�/����薬
1 5 4 5�の�査�果から

「�型コロナウイルス�染�⼤状況下における、��しない��の不�と����薬(��アフターピル)」

��期間�2020年5⽉11⽇〜5⽉20⽇ 

お問い�わせ�#なんでないのプロジェクトnandenainohinin@gmail.com

�⽤、��等の�は必ず①「#なんでないのプロジェクト�べ」と�典の��②事前の問い�わせを願います

(c)�2020�#なんでないの�プロジェクト



➡�緊急避妊薬の正しい認知は、⼥性で86.2％、男性で64.7％➡�緊急避妊薬の正しい認知は、⼥性で86.2％、男性で64.7％

新型コロナウイルス感染拡⼤状況下における意図しない妊娠に対する不安と緊急避妊薬(通称アフターピ
ル)へのアクセス状況の調査です。(実施者：#なんでないの�プロジェクト、NPOピルコン��調査期間：
2020年5⽉11⽇-20⽇)緊急避妊薬とは、妊娠の可能性がある性⾏為から、⼥性が72時間以内に服⽤するこ
とで、⾼い確率で妊娠を防げる薬のことを指します。海外では、約90か国で処⽅箋の必要なしに薬局で
⼊⼿できますが、現時点で⽇本では、対⾯診療またはオンライン診療による医師の診察と処⽅箋が必要

な薬です。10⽇間の実施期間で1500⼈を超える回答があったことから、本件への関⼼の⾼さが伺えます

本調査は＃なんでないのプロジェクト、NPOピルコンが過去の調査や専⾨家の意⾒を参考に作
成した。意図しない妊娠への不安を感じた⽅だけでなく、どなたでも回答可能な形でSNSを中
⼼に調査協⼒について拡散し、ウェブ上で回答を得た。従って事前の知識や問題意識が⾼い層
にリーチしている可能性が⾼い。調査結果の分析、利⽤の際は留意すべき点が多くあるため、
取り扱いにはご注意頂きたい。また、右のQRコードより質問⼀覧が確認可能となっている。

緊急避妊薬は、妊娠の可能性がある性⾏為から、⼥性が72時間以内に服⽤する
ことで、⾼い確率で妊娠を防げる薬と知っていましたか？

��査��

〈✔ �要点チェック〉

名前を聞いたことはあるが、詳しくは知らなかった知っていた 知らなかった

➡�回答者のうち84％が⼥性、20代が3割と最も多く、学⽣は20.5％➡�回答者のうち84％が⼥性、20代が3割と最も多く、学⽣は20.5％

1 5 4 5名分の回答からわかること

本調査について

※全回答者1545⼈中

�����������学⽣は316⼈(20.5％)学⽣内訳年齢性別

全体

⼥性

男性

83.1％�(1284)

19.6％�(44) 15.6％�(35)

12.7％�
(196)

11.5％
(148)

4.2％�
(65)

64.7％(145)

86.2％(1114)

(c)�2020�#なんでないの�プロジェクト�無断転載禁⽌

本調査では①新型コロナウイルス禍は⼤型イベントの⾃粛要請がはじまった2020年2⽉26⽇以降を指す
(全国の学校の休校要請は3⽉2⽇から)。②「病院」と書く場合には病院と診療所が含まれる

N＝1545N＝1545

1545⼈

1292⼈

224⼈

1

2.3％�
(30)



毎⽇彼が家にいて、すべての家事をこなしてくれている。そうなると性⾏為を求められて断りにく

くなった(20代⼥性)��/��産婦⼈科に⾏きたかったが、もし⾃分がコロナに感染していたら通ってい

る妊婦さん達に移してしまう恐れがあると思って⾏けなかった。妊娠検査キットで陰性だったので

1ヶ⽉後に⽣理が来るまで不安だった(20代⼥性。同様の内容多数)��/��ストレスで⽉経が来ないの

か、妊娠してしまったのかわからず不安になった(30代⼥性。同様の内容多数)��/��配偶者からスト

レスがたまっているので相⼿をしろと責められ性⾏為を断ることができなかった(30代⼥性)��/� �病

院に⾏く、問い合わせる精神的ハードルが⾼まった(20代⼥性。同様の内容多数)��/��コロナウイル

スでアルバイトがなくなりお⾦が必要なので援助交際、パパ活などをしていた(10代⼥⼦⾼校⽣)

116⼈のうち、13⼈(11.2％)が性暴⼒があったと回答
性暴⼒：対等な関係でなく、また同意のない性⾏為

(8⼈:パートナー、5⼈:パートナー以外)

本調査では、男性⽤コンドームの失敗が妊娠不安の最も⼤きな要因となっている。加えて腟外射精の多さや勝

⼿にコンドームを外されてしまうなど男性主体の避妊の問題も散⾒された。⼀⽅、新型コロナウイルスの影響

で低⽤量ピルの補充ができない⼈が1割など、⼥性が避妊をしたくてもしにくい状況が⾒受けられる。さらに
新型コロナによる状況の変化で、望まない性的⾏為により脆弱な⽴場に置かれてしまう⼥性たちの存在も浮か

び上がった。

�型コロナと
��しない��への不�

破損や脱落といった男性⽤コンドームの失敗

腟外射精

⼀切の避妊をしなかったこと

低⽤量ピルの補充がなく
ピルでの避妊ができなかった

低⽤量ピルの飲み忘れ等
⼥性主体の避妊の失敗

その他

意図しない妊娠への不安に直⾯した116⼈の⼥性たちの声

�

避妊をしたくないと⾔われて流されてしまった(20代⼥⼦⼤学⽣)

ゴムは付けているが、性⾏為を⾏う際は常に不安(10代⼥⼦⾼校⽣) �/ �セックスの回数が増え不安に(20代⼥⼦⼤学⽣)

新型コロナウイルス禍、「意図しない妊娠に対する不安に直⾯した」と

答えた⽅は116⼈。妊娠不安を感じたきっかけはどんな⾏為？

上記の件について、新型コロナウイルス感染拡⼤の影響があると思うこと

(N＝116,�
����������������������複数回答)

〈その他を選んだ⽅〉

➡�約3割の⼈が男性⽤コンドームの失敗と回答
����低⽤量ピルの補充ができなかった⼈も1割
➡�約3割の⼈が男性⽤コンドームの失敗と回答
����低⽤量ピルの補充ができなかった⼈も1割

33.6％(39)

28.4％(33)

〈✔ �要点チェック〉

(c)�2020�#なんでないの�プロジェクト�無断転載禁⽌2



新型コロナウイルスの影響を理由に病院に処⽅を断られたから(1)

新型コロナウイルスの影響以外を理由に病院に処⽅を断られたから(0)�

新型コロナウイルスの影響でアクセスできる病院が⾒つけられなかったから(2)

オンライン診療について知らなかったから(11)

オンライン診療を試みたができなかったから(3)

(産)婦⼈科の受診に抵抗があったから(12)

学校や仕事の予定で受診出来なかったから(4)

病院が遠かったから(6)

副作⽤が不安だったから(4)

72時間に間に合わなかったから(5)

新型コロナウイルス感染拡⼤状況下での受診は病院に迷惑がかかると思ったから(6)

病院に⾏くことで、新型コロナウイルスへの感染が不安だったから(14)

産婦⼈科医以外での

診療→処⽅,�3.1％(1)

その他(6)

�型コロナと
����薬の�⼿

新型コロナウイルス禍、意図しない妊娠に対する不安を抱いた116⼈中、
緊急避妊薬服⽤を断念した⼥性は38⼈(32.8％)その理由は？ (N＝38,�複数回答)

これまでも緊急避妊薬アクセスへの⼤きな障壁となってきた「⾼額さ」と「産婦⼈科の受診への抵抗感」
に加え、新型コロナ禍では感染への不安�が追い打ち。今まで以上に避妊へのアクセスが難しくなっている
可能性がある。その中で、意図しない妊娠への不安を感じながら実際に緊急避妊薬を⼊⼿した⼈は17.2％
にとどまり、⼀⽅断念した⼈は32.8％となった。

➡�「新型コロナ感染への不安」が第2位の阻害要因となるも、
�����「⾼額さ」�����������「産婦⼈科への抵抗感」も引き続き⼤きな壁に。
➡�「新型コロナ感染への不安」が第2位の阻害要因となるも、
�����「⾼額さ」�����������「産婦⼈科への抵抗感」も引き続き⼤きな壁に。

➡�オンライン診療は25％(薬は全て⾃宅郵送)
����産婦⼈科の受診をする⼈が65％と最多
➡�オンライン診療は25％(薬は全て⾃宅郵送)
����産婦⼈科の受診をする⼈が65％と最多

31.6％

7.9％

⾼額だったから(21)

10.5％

13.2％

36.8％

2.6％

新型コロナウイルス禍、意図しない妊娠に対する不安を抱いた116⼈中、
実際に緊急避妊薬を⼊⼿したのは20⼈(17.2％)。彼⼥たちが選んだ⼊⼿⽅法は？

0％

5.3％

15.8％

28.9％

55.3％

10.5％

15.8％

意図しない妊娠への不安に直⾯した116⼈。緊急避妊薬へのアクセスは？

15.8％

(選択した⽅
�����半数以上！)
(選択した⽅
�����半数以上！)

産婦⼈科での
診療→処⽅
65％(13)

産婦⼈科での
診療→処⽅
65％(13)

オンライン診療

→⾃宅に郵送25％(5)
オンライン診療

→⾃宅に郵送25％(5)

医師を介さずネットで

購⼊(SNSなど)�5％(1)

オンライン診療→

薬を薬局で受け取り(0)

〈✔ �要点チェック〉

N＝20
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産婦⼈科以外で

診療→処⽅�5％(1)

➡�意図しない妊娠への不安を抱いた116⼈の内
����緊急避妊薬を・⼊⼿した⼈は20⼈(17.2％)�
�������������������������������・断念した⼈は38⼈(32.8％)

➡�意図しない妊娠への不安を抱いた116⼈の内
����緊急避妊薬を・⼊⼿した⼈は20⼈(17.2％)�
�������������������������������・断念した⼈は38⼈(32.8％)



オンライン処⽅に対応しているところを⾒つけられなかったか

ら(複数)/いちはやく処⽅して欲しかったから(10代⼥⼦⾼校⽣)/
空きのある病院がなかったから(20代⼥⼦⼤学⽣)/クレジットカ
ードが親名義しかないから(20代⼥⼦⼤学⽣)/初回診察が必要だ
ったから(20代⼥⼦⼤学⽣)/病院に⾏くより料⾦が⾼いから(30
代⼥性)

➡�緊急避妊薬のオンライン診療を知っていたのは3⼈に1⼈➡�緊急避妊薬のオンライン診療を知っていたのは3⼈に1⼈

医師の診察から薬を
受け取るまでにかかった時間

➡��早く服⽤するほど効果の⾼い緊急避妊薬、当⽇⼊⼿できた⼈は0⼈。➡��早く服⽤するほど効果の⾼い緊急避妊薬、当⽇⼊⼿できた⼈は0⼈。

オンライン診療を試みたができなかった理由

����薬の
オンライン�療

満⾜度を5段階評価で教えてください
�
�
満
⾜
度
�
�
�
����

��������������

理
由
�
�
�
�
�
�
？➡

�

実際に緊急避妊薬をオンライン診療で⼊⼿した5⼈の⽅に聞きました

※2019年、初診対⾯診療の原則の例外として要件付きで緊急避妊薬のオンライン診療が認められました。2020年4⽉から、新型コロナウイルス感染症の����������
����拡⼤に際して時限的・特例的な取扱いとして、電話やオンライン診療による初診や服薬指導が実施されています。

→満⾜不満⾜←

コロナ禍で時限的・特例的な取扱いが⾏われるオンライン診療、現状は？

現在、初診からでもオンライン診療(電話やビデオ通話で医師から診察を
受ける)で緊急避妊薬の処⽅を受けられることを知っていましたか？

いいえ
66％(1022)
いいえ

66％(1022)

はい
33％(523)

2⽇⽬
20％(1)

3⽇⽬以降
20％(1)

0⼈

4⼈

1⼈

�●即時対応(満⾜度4を選択。20代⼥性)�

●アフターピルは72時間以内の内服が必要だったと知っていたため、レイプされてすぐに処⽅を受けたが、
⾃宅が遠⽅のためか届いたのが3⽇⽬以降だった(満⾜度2を選択。10代⼥⼦⼤学⽣)���

N＝1545

翌⽇
60％(3)
翌⽇

60％(3)
N＝5
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●私の場合は⾊々な条件がうまくいったので利⽤できただけだと思いました。…クレジットカード決済は特に学⽣

には難しいこと。信頼できるクリニックだとしても、値段は⾼額で価格差が⼤きいこと。私の場合、避妊に失敗し

て、⾊々調べて診察予約して、実際に診察を受けられたのが34時間後、薬剤が届いたのが診察の翌々⽇で、届い
たときは仕事に⾏っていたので帰宅して服⽤できたのは90時間後でした。処⽅して頂いたのが120時間以内の服⽤
で効果を⾒込めるものだったので間に合いましたが72時間以内には飲めませんでした(満⾜度2を選択。40代⼥性)

0⼈ 0⼈



⼥性全体

24歳以下⼥性

10代⼥性

男性全体 25.9％(56)25.9％(56)

29.8％(31)29.8％(31)

31.6％(118)31.6％(118)

賛成
94.1％(1454)
賛成

94.1％(1454)

反対
5.9％(91)

『飲んでおけば⼤丈夫』と⼥性の⾝体を傷付けることが増える(40
代⼥性)/知識がついていれば賛成(40代⼥性)/⾝体への影響等⼗分
理解した上での処⽅が安⼼(50代以上⼥性)/薬剤師や専⾨的な知識
があり、ケアできる⼤⼈との対⾯販売が可能であれば賛成(20代⼥
性)/安易かつ不特定な異性との性⾏為を助⻑してしまう恐れがあ
るため。(50代以上男性)

会うのは⾟すぎる(20代�⼥⼦⼤学⽣)/以前祝⽇に避妊に失敗し、他の県まで⾏った(20代�⼥⼦⼤学⽣)(性被害)性被

害にあった⼈が全員病院に⾏けるとは限りません(30代⼥性)(若者)中⾼⽣は親と同伴でないと病院へ⾏くのが難

しいケースが多い(10代⼥⼦⼤学⽣)/保険証を⾃分ではなく家族が管理している場合、家族に緊急避妊薬をもらい

に病院に⾏くことを⾔い出せない。そもそも家庭内での性⾏為だったら⼊⼿困難(20代⼥⼦⼤学⽣)/病院が空いて

いる時間に学校があって⾏けないとき⽋席するには親に⾔わないといけない(10代⼥⼦⼤学⽣)(その他)当然の権

利(20代⼤学院⽣)/夜間診療を⾏える産婦⼈科では医療者不⾜の中分娩を扱いながら対応しており、早く内服して

欲しいと思いながらも翌⽇の外来受診を勧めざるを得ない(40代⼥性)/病院探しの⼿間、⾏こうと思っていた病院

が閉まっていたときの不安、開院時間と都合のあわなさから、私がアフターピルを服⽤できたのは幸福な⽅なの

だと思ってしまった。「幸福な⽅」ではなくて「当たり前」と思いたかった(20代⼥⼦⼤学⽣)

����薬へのアクセス

意図しない妊娠への不安に直⾯した際、
⾼くてもいくらであれば緊急避妊薬を必ず飲もうと思えますか？

緊急避妊薬を処⽅箋なしで薬局で⼊⼿できることについてどう思いますか？

〈賛成理由〉

〈反対理由〉

必要な⼈に安⼼安全なアクセスを守るためにできること

➡�⼥性全体では2501~5000円が⼀番多いが、10代では1001円~2500円➡�⼥性全体では2501~5000円が⼀番多いが、10代では1001円~2500円

14.3％(32) 17.4％(39) 8％
(18)

11.6％(26) 23.7％(53)23.7％(53)

7.7％
(8) 26％(27)26％(27) 9.6％

(10) 11.5％(12) 15.4％(16)

5.9％
(22) 21.1％(79)21.1％(79) 9.9％

(37) 11.5％(43) 20％(75)

6.9％
(89) 19.3％(250) 28.8％(372)28.8％(372) 11.8％

(152) 13.4％(173) 20％(256)20％(256)

0~1000円 1001~2500円 2501~5000円 5001~7500円 7501~1万円 1万円~

➡�⼥性で94.4％、男性で91.5％、共に9割以上が薬局⼊⼿に賛成➡�⼥性で94.4％、男性で91.5％、共に9割以上が薬局⼊⼿に賛成

(時間)早く服⽤したい(40代⼥性)/薬局だと普段⾏きなれているし、値段が明確(20代

⼥性)(受診の困難)仕事を休まないといけないことがあった(30代⼥性)/セカンドレイ

プに遭う可能性を低くしたい(40代⼥性)/待ち時間で他の⼈の視線に晒されるのが嫌

(20代⼥⼦専⾨学⽣)/男性に無理に性⾏為をさせられた直後に、男性の産婦⼈科医に

賛成94.4％(1220)賛成94.4％(1220)
反対

5.6％(72)

賛成91.5％(205)賛成91.5％(205) 反対

8.5％(19)
男性

⼥性

1292⼈

224⼈

104⼈

374⼈

N＝1545

1292⼈

224⼈
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〈低⽤量ピル/ミレーナ〉
�

(新型コロナ)全体的に収⼊が減っている状況なので、薬代が本当に⾼く感じる(20代�⼥⼦⼤学⽣)/

⼿持ちのピルが切れたので服⽤を中⽌しているため避難⽅法を変えなくてはならない(30代⼥性)/

ミレーナを使⽤しているのだが、こんな中定期検診を受けに⾏ってもいいのか分からず、検診を

受けずにいる(30代⼥性)��/��⼦宮内膜症の治療として低容量ピルを服⽤しているため、定期的な婦

⼈科への受診が必要なのだが、かかりつけの婦⼈科が総合病院の中にあるため、コロナウイルス

の感染リスクが少し不安(20代⼥性)��/��1⼈⼦どもがいるが、経済的にこれ以上⼦どもを持つのは難

しいので、ピルを利⽤したいと考えていたが、コロナで通院を積極的にしたくないため、セック

スをすること⾃体が少し怖くなっている(30代⼥性)（その他）現在、婦⼈科で低容量ピルを処⽅し

てもらっていますが、…⼀度に3シートまでしか処⽅してもらえないため、都度スケジュールを調

整して受診するのが⼤変(30代⼥性)��/��今は低⽤量ピルを服⽤しています。⽣理不順が改善して、

とっても楽になりました。しかし⾮保険適⽤で⽉3300円は学⽣からすると⾼価で、親にもなかな

か相談できません(20代⼥⼦⼤学⽣)��/��低⽤量ピルを保険適⽤にして欲しいです(20代⼥⼦⼤学⽣)

（治療）�性交を含まない性暴⼒のPTSDに悩まされているがコロナの影響で適切な診断ができる病

院が閉まっていたりして、⾃分⾃⾝の治療を進められないことが困っています。焦らないように

しなきゃと思いながらも、ちょっとしんどいです。(30代⼥性)��/��（懸念）⽣徒たちの状況が⼼配

です。⾃宅にいられない⼦もいます。性被害を受けていないか⼼配しています。(40代⼥性)��/�

�（セクハラ）在宅期間が⻑く、たまに職場に⾏って顔を合わせた際に「ヤってるか」的なことを

⽴場の偉い男性に⾔われたりすること。不快でした。(40代⼥性)��/��（東⽇本⼤震災と今）東⽇本

⼤震災のとき（当時は以前から実⽗からの性的虐待を受けていました）、震災で有害ガスが漏れ

ている等のデマが広まり不安だったので、アルバイト先までの送迎を⽗に頼んだところ、それと

引き換えに性⾏為を強要されました。そこで初めて拒絶をしたところ「もう全部⾃分でやれ」と

逆ギレされました。昨今の状況で家にいる時間が増えた分、そういった被害に怯える⼈も多いの

ではと感じます。(20代⼥性)��/��9年前の望まない妊娠は東⽇本⼤震災の後の逃げようもない状況で

起こりました。これからの⽅がよりこうした薬や診察が必要になるケースが増えると思います。

他⼈には本⼈の絶望を知ることはできません。(20代⼥性)

�型コロナと
性と⽣�に�する��と�利①

〈性暴⼒に関すること〉

新型コロナウイルス感染拡⼤状況下で、性に関わること(避妊など)に
ついて、困っていることやエピソードなど、ご⾃由にお書きください。

➡�補充や検診が困難な⽅多数。
����避妊に対する保険適⽤の要望も。
➡�補充や検診が困難な⽅多数。
����避妊に対する保険適⽤の要望も。

➡�緊急時にこそ、より脆弱な⽴場に置かれる⼈がいる。
������東⽇本⼤震災時の被害と今を重ね合わせる⼈も。
➡�緊急時にこそ、より脆弱な⽴場に置かれる⼈がいる。
������東⽇本⼤震災時の被害と今を重ね合わせる⼈も。

コメント全掲載↑
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〈新型コロナと性⽣活〉

〈意図しない妊娠への不安に関すること〉

(断りにくい性的⾏為)�パートナーの家にいて性⾏為に誘われた時断りづらい(20代⼥性)��/��コロナ

だから家で遊ぼうと⾔われそのままされそうになりました、外出れないのをいいことにその場の

雰囲気でしないで欲しい(10代�⼥⼦⾼校⽣)�/��私は痛いので性交渉はしたくないが、パートナーに

悪いなと思っている。ステイホームだとなおさら。(50代以上⼥性)�/��配偶者が家にいる時間が増

え、外に出てストレスが解消できないからと捌け⼝にされていると感じる。今は⾚ちゃんの世話

もあり、感染リスクのある⾏動はできるだけ控えたく、ピルの相談に産婦⼈科に出かけることも

難しい。(30代⼥性)��/��⾃宅にいれば逃げる場所や⼝実がない(40代⼥性)/雰囲気に流されて、避妊

して欲しいと⾔えなかった⾃分に落ち込んでしまう。(40代⼥性)��(コンドーム)ゴムで避妊するだ

けなので回数が増えると不安になる。(20代�⼥⼦⼤学⽣)��/��外出⾃粛を⾔い訳にコンドームを買い

にいかずに性⾏為をしようとしてくることが⾟い。(20代⼥性)��/��コンドームの使⽤回数増加によ

る⾦銭的負担によって彼が購⼊を渋り装着率低下(20代⼥性)��/�（性的⾏為の減少）そもそも彼⽒

に会うことができない。その間のコミュニケーションや欲求に関することなどで不安が募る。(20

代⼥⼦⼤学院⽣)��/��遠距離恋愛の彼⼥がいますが、互いの体調⾯などを考え⻑らく通話しかしてい

ません。顔がみたいな、と思うことも多々あり、正直にお答えすると欲求不満の状態におかれま

した。また、先⾏きやあらゆる⾯での不安から、思わず⾵俗店を利⽤してしまいました。(20代男

性)（疑問に思うこと）性⾏為でコロナ感染する確率を知りたい。(40代⼥性)

➡�⾃分が望まないときや避妊が不⼗分なときも
������断りにくい状況。性⾏為での感染リスクに不安も。
➡�⾃分が望まないときや避妊が不⼗分なときも
������断りにくい状況。性⾏為での感染リスクに不安も。

LINEや電話でしかやり取りが出来ず、妊娠したかもというのを相⼿に相談しづらかった。LINEで

伝えるとうまく伝わらず、別れると⾔われ、妊娠不安を抱えたまま1⼈になったため更に不安にな

った(10代�⼥⼦⼤学⽣)��/��1週間ほど⽣理が遅れコロナ禍であったことも含め精神がかなり不安定

になった。確証がないため彼⽒には相談できず誰かに話したとしても現実になってしまいそうで

不安だった。ネットの情報は信⽤できず困った(20代�⼥⼦⼤学⽣)��/��性⾏為後の⽣理が来なくて不

安だったが、もし⾃分がコロナに感染していたら産婦⼈科へ通っている妊婦さん達に移してしま

う恐れがあると思って病院に⾏けなかった(20代⼥性)��/��アフターピルを飲んで３週間だったが⽣

理がこない(10代⼥性)

➡�妊娠不安を抱えても、パートナーにも
�����医療機関にも相談しにくい状況
➡�妊娠不安を抱えても、パートナーにも
�����医療機関にも相談しにくい状況

新型コロナウイルス感染拡⼤状況下で、性に関わること(避妊など)に
ついて、困っていることやエピソードなど、ご⾃由にお書きください。

コメント全掲載↑
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➡�妊活をいつ再開できるのか、妊娠しても安⼼
����なのか、先が⾒えず不安と焦りが募っている

〈本調査報告について〉

〈妊娠・妊活に関すること〉

〈性教育〉

私は不妊治療をして授かっていたので2⼈⽬妊活を考えている中、不要不急の妊娠は控えるように

とのお達しに⼾惑っています。(20代⼥性)��/��妊娠を希望しているが、妊婦でもPCR検査を希望し

ても受けられない等、配慮がなさすぎる状況がある。怖くて妊娠できない。(30代⼥性)��/��第2⼦の

妊活をしていたが、コロナの影響を恐れて避妊している。もう産めないかもしれなくて悲しい。

(30代⼥性)��/��結婚1年⽬で妊娠希望だが妊娠した場合の感染症が不安。現在40歳で先延ばしにもで

きない。(40代⼥性)��/��妊娠希望、39歳。年齢が年齢なので⼦作りはするが、もし妊娠できたとし

ても周囲の⽬は気になる。(30代⼥性)��/��本当は不妊治療を再開したいが、できない。(30代⼥性)��/

妊活⾃粛中です。本当に始めよう！思ったらコロナだったので知識も乏しく、いつ作っていいか

不明です。ワクチンができてからなのか、他の何かなのか、指針がほしい。(20代⼥性)��/��先が読

めず妊活がしづらい。夫が在宅勤務になり時間の余裕は少しできたが、⼦どもも保育園登園⾃粛

で家におり、体⼒気⼒を奪われるため性⽣活を持ちづらい。(30代⼥性)��/��コロナのせいで不妊治

療中断中だがパートナーは⾃然妊娠出来れば良いとあまり妊婦や胎児のことは考えていないので

なんだかなぁと思っている。(30代⼥性)��/��不妊治療中で採卵が終わった時点で、感染拡⼤の状況

を踏まえ移植を延期しています。妊娠したらアビガンは使えないので今積極的に治療を進めるべ

きか迷いつつも、⾃分⾃⾝が加齢により妊娠継続が難しくなっていくのではという不安、受精卵

凍結保管料も延期すればするほどかかるので⾦銭⾯でも不安に感じています(30代⼥性)��/��現在、

妊娠中で無事に⼦供をうめるのか、産んだ後も第⼆波がくるのではと不安で仕⽅ない。(20代⼥性)

➡�妊活をいつ再開できるのか、妊娠しても安⼼
����なのか、先が⾒えず不安と焦りが募っている

COVID-19の影響で、予定されていた性教育講座なども中⽌や延期となり、益々正しい情報を知る

機会が中⾼⽣から奪われている(30代⼥性)��/��外出⾃粛の影響で、望まない妊娠が増えるのではな

いかと職場でも話題になります。テレワークできる職種ではないので、年頃の⼦を持つ同僚は、

勤務中の⼦供の⾏動まで細かに把握もできず、⼦供の性別に関わらず不安を⼝にしています。⼦

供たち（特に異性の⼦供）への親からの性教育の難しさについても話し合っています。(40代⼥性)

➡�親の⼼配は⾼まる⼀⽅、性教育講座は相次いで中⽌/延期に➡�親の⼼配は⾼まる⼀⽅、性教育講座は相次いで中⽌/延期に

本調査結果、報告書に関するご質問や取材依頼は以下の連絡先までお願い致します。

また、本調査結果ご使⽤の際も以下までご⼀報願います：

������������������������������������������������������#なんでないのプロジェクト��nandenainohinin@gmail.com

新型コロナウイルス感染拡⼤状況下で、性に関わること(避妊など)に
ついて、困っていることやエピソードなど、ご⾃由にお書きください。

コメント全掲載↑

(c)�2020�#なんでないの�プロジェクト�無断転載禁⽌8

�型コロナと
性と⽣�に�する��と�利③


